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CP５４０・HL４４０タイマーから取込むポート及び信号設定画面

・メインタイマー
・サブタイマー
・手動タイマー
　3つ同時の取込みが可能です。
 　※ 手動計のSEIKOは、CT1000に対応

 手順

　１．各タイマーを232C経由でPCに接続

　２．TAG-Timming.exe を起動

　３．TAG-Operation.exe を起動

 ＴＡＧ HUEUER　タイミング

各２３２Cポートの設定

タイマーポート（4ポート）から、取込む信号の種別を設定します。

スタート信号が入ったと同時に、信号音を出します。
（アンプと接続しておくことにより、コース上の関係者へ注意を喚起する音となります。）



　・ マウスや指操作で簡単にオペレーションが可能！　（ 指操作はタッチパネルの場合 ）
　・ 当社リザルトシステムと連動しているため、エントリーされていないBIBは受付けない　　スタートしていないBIBは、フィニッシュできないので間違わない
　・ オペレーション完了で、リザルトの完成　（ ＤＱが無い場合 ）　　 ※ ＤＱ処理はリザルトシステム側での操作となります。

オペレーションは、【スタート】・【中間】・【フィニッシュ】

 ＴＡＧ HUEUER　ＣＰ５４０オペレーション

ＢＩＢの改頁

前の信号との時差（秒）

スタート間隔で設定された前後5秒以外は赤く表示

コース上のＢＩＢ

【前信号の差】の所で

±5秒以外の時刻を
チェックしてます。

未処理の信号 ＤＦ処理ボタン

スタートリス

トからＢＩＢが
表示される

ＢＩＢを割り
当てられた

誤信号を
払うボタン

ＤＳ処理

ボタン

確定処理

されたタイム

順番に割振られた時刻から

Ｒｕｎタイムの仮計算

手動タイマーと
の突合範囲の

設定

誤操作を戻すボタン

（スタート・フィニッシュ）

自動アナウンス

設定(スタート)

タイム表示
ボードの設定

スタート処理
されたＢＩＢ

終了ボタン

自動アナウンス

設定(フィニッシュ)



　　STボード ： スタート信号で表示する
　　中間ボード： 中間信号で表示する
　　FNボード ： フィニッシュ信号で表示する

スタート間隔の設定
前の信号差が±５秒以外は赤く表示

USB変換機の値が表示される
手動計の自動取込みをする場合、許容範囲の設定

        TOPタイム更新時の
        効果音・アクション表示の設定

　　　LEDボードの段数

　　　LEDボードの明るさの設定
　　　　（１０～１００）

　アナウンス速度の設定  　アナウンス速度の設定
　　　インストールされている 　　　インストールされている
　　　S-API音声の設定（話者） 　　　S-API音声の設定（話者）
　　　（スタート側） 　　　（フィニッシュ側）

プルダウン設定値の説明

ＬＥＤボードの
接続ポートの設定

ＬＥＤボード
メーカーの設定



　※ スタート・中間・フィニッシュ同様操作

一つ選択する 場合、①該当箇所にマウスでクリック、②【払う】ボタンをクリック ③確認メッセージ（払う時刻を確認して下さい。）

間違っても、戻せます。！　「戻し処理」

複数選択する 場合、①該当箇所にマウスでクリック、②【払う】ボタンをクリック ③確認メッセージ（払う時刻・数を確認して下さい。）

誤信号（不要な信号）を払う

①

②
③

①

② ③



◎スタート処理

BIB１番のスタート処理

濃い黄色の時刻に、①該当のBIBをクリックする

仮のRUNタイムが自動計算される

　②確認メッセージ（時刻・スタート間隔を確認して下さい。）

  スタート信号から、自動的に時刻が表示される

　　(A). スタート処理された信号は上に持ち上がる
　　(B). BIB１番がオンコースとなり、コース上の所に表示される
　　(C). 中間計測、フィニッシュの対象となりそれぞれにBIBが表示される

信号にBIBを割当てる

①

②

(A)

(B

(C(C



②確認メッセージ（時刻・RUNタイムを確認して下さい。）

◎中間計測処理

BIB１番の中間掲示処理
濃い黄色の時刻に、①該当のBIBをクリックする

中間計測信号から、自動的に時刻が表示される
時刻の右側が、仮計算されているRUNタイムです。

②確認メッセージ（時刻・RUNタイムを確認して下さい。）

◎フィニッシュ処理

BIB１番のフィニッシュ処理
濃い黄色の時刻に、①該当のBIBをクリックする

 フィニッシュ信号から、自動的に時刻が表示される
　　時刻の右側が、仮計算されているRUNタイムです。

①

②

①

②



◎スタート信号を戻す。
② 戻す時刻をクリック 　　③ 確認メッセージ（戻す時刻を確認して下さい。）

BIB5番のスタートを戻します。
 ① 最初に【戻す】ボタンをクリック

  (A). BIB５番に割り当てられた時刻が戻ります。
(B). 中間計測、フィニッシュ、コース上のBIBも戻ります。

誤操作の戻し処理

①

②

③

(A)

(B

(B (B



◎既に、中間計測及びフィニッシュ済みのスタート信号を戻す。

BIB3番のスタートを戻します。（既に、中間・フィニッシュ済み） ② 戻す時刻をクリック ③ 確認メッセージ
 ① 最初に【戻す】ボタンをクリック

  (A).  BIB３番に割り当てられた、スタート、中間、フィニッシュ時刻が戻ります。

①

②
③

(A) (A) (A)



② 該当BIBをクリック

BIB4番のＤＦ処理
 ① 最初に【ＤＦ】ボタンをクリック

③確認メッセージ

　・コース上、中間計測エントリー、フィニッシュエントリーから消えます。

　　※ 誤ってＤＦ処理をしてしまった場合、リザルトシステム側で戻してください。

　ＤＦ処理

①

②

③



② 改ページ【↓】ボタンで該当BIBをクリック

BIB21番のＤＳ処理
 ① 最初に【ＤS】ボタンをクリック

③BIB21番のＤＳ処理

       改ページ【↓】ボタン

　次ページのBIBが表示されていく
　　　④確認メッセージ

 　　※ 誤ってＤＳ処理をしてしまった場合、リザルトシステム側で戻してください。

ＤＳ処理とBIB改ページ

①

②

③

④



　・ タイマーのオペレーションは、リザルトシステムと連動しています。

　・ ２本目スタート処理、リザルト処理はリザルトシステム側でおこなって下さい。

終　　　了



リザルトシステム
 Web速報・自動アナウンス

【 1/100000秒の世界 】

　　問合せ先  ｉｎｆｏ＠ｄｏｓａｎｋｏ-ｓｋｉ.ｃｏｍ
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